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第三の故郷
　5月21日の夜は、日田に宿泊し、「川開き観光祭」の花火を
見て来ました。5月21日と22日の2日間、1時間20分にわたり盛
大な花火が上がります。三隈川周辺の様々な場所に鑑賞ス
ポットがあり、各所ともかなりの人が密集していました。2年
間、ほぼ中止状態が続いたため、待ち焦がれた人たちが押し
寄せた感じです。盆地に鳴り響く花火の音は独特で、高揚感
と一体感が生まれます。
　最近数年間は、毎年川開き観光祭の日に泊まり、その前後
に「大原八幡宮」でお祓いをして「商売繁盛」と「健康」を
祈願しています。
　もともと15年前に、支店として日田事務所を開業したこと
をきっかけに、日田と深いつながりが生じ、日田は私にとって
第三の故郷となっています。第一の故郷は生まれた大阪、第
二の故郷は骨を埋めた大分、そして第三の故郷が日田です。
15年前、大分県弁護士会の中で、過疎地に支店を出して、司
法アクセスを良くしようという動きがあり、私は日田を選びま
した。当時日田には法律事務所が２つしかなかったので、選
択肢を増やす必要があると考えたこと、「天領」「郡代」とい
う土地柄に興味があったことも理由です。
　そして、たまたま借りた市役所南側のビルの上の階に入っ
ていた公証役場の德弘孝至公証人が市民向けに開いていた
「市民のための法律勉強会」に誘われて参加したことで、法
律に関心を持つ市民の人たちとのつながりができました。こ
の勉強会は、私も講師の1人に加わり、現在も続いています。
　また、サッポロビール九州日田工場がバックアップしている
「エーデルピルスを愛でる会」にも時々参加して、サッポロ
ビールファンの人たちとも仲良くなりました。この会で、「大原
八幡宮」の橋本敦宮司と親しくなり、毎年お祓いに行くよう
になりました。また、その紹介で宮司兼ソムリエの宝八幡宮
の甲斐大史宮司〔フレンチシェフでもあります。〕とも親しくな
り、ソムリエとしての教えを受けました。
　最初はいろんな店を飲み歩いていましたが、そのうち、天
麩羅と蕎麦の店「天花」に毎回泊まる度に入り浸るようにな
りました。天花の河津和信大将は私と同じく日本ワイン好き
で、様 な々貴重な日本ワインを集めており、日本ワイン談義を
楽しんでいます。
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「四つのテスト」

次年度全員協議会（１）
クラブ管理運営、会員組織、
公共イメージ各委員会について

ロータリーソング 【四つのテスト】

真実かどうか　みんなに公平か

好意と友情を深めるか

みんなのためになるかどうか

　仕事の上でも、いろいろな人間関係から、全国的に有名な
飲料水企業やネット販売業者〔ワインの輸入もしています。〕の
顧問も受けています。
　日田事務所は、柿木大弁護士がしっかりと守ってくれている
ため、私は、週に１回行き、月に１～２回泊まるという態勢で勤
務し、集中して日田の事件を処理しています。今では目をつ

ぶっていても日田まで運転できるようになりました。体力が
続く限り通って、第三の故郷を大切にしていきたいと思って
います。
　日田は閉鎖的と言われることもありますが、全然、開放的
です。老後は日田に住むのも良いかなと思ったりもしています。



第三の故郷
　5月21日の夜は、日田に宿泊し、「川開き観光祭」の花火を
見て来ました。5月21日と22日の2日間、1時間20分にわたり盛
大な花火が上がります。三隈川周辺の様々な場所に鑑賞ス
ポットがあり、各所ともかなりの人が密集していました。2年
間、ほぼ中止状態が続いたため、待ち焦がれた人たちが押し
寄せた感じです。盆地に鳴り響く花火の音は独特で、高揚感
と一体感が生まれます。
　最近数年間は、毎年川開き観光祭の日に泊まり、その前後
に「大原八幡宮」でお祓いをして「商売繁盛」と「健康」を
祈願しています。
　もともと15年前に、支店として日田事務所を開業したこと
をきっかけに、日田と深いつながりが生じ、日田は私にとって
第三の故郷となっています。第一の故郷は生まれた大阪、第
二の故郷は骨を埋めた大分、そして第三の故郷が日田です。
15年前、大分県弁護士会の中で、過疎地に支店を出して、司
法アクセスを良くしようという動きがあり、私は日田を選びま
した。当時日田には法律事務所が２つしかなかったので、選
択肢を増やす必要があると考えたこと、「天領」「郡代」とい
う土地柄に興味があったことも理由です。
　そして、たまたま借りた市役所南側のビルの上の階に入っ
ていた公証役場の德弘孝至公証人が市民向けに開いていた
「市民のための法律勉強会」に誘われて参加したことで、法
律に関心を持つ市民の人たちとのつながりができました。こ
の勉強会は、私も講師の1人に加わり、現在も続いています。
　また、サッポロビール九州日田工場がバックアップしている
「エーデルピルスを愛でる会」にも時々参加して、サッポロ
ビールファンの人たちとも仲良くなりました。この会で、「大原
八幡宮」の橋本敦宮司と親しくなり、毎年お祓いに行くよう
になりました。また、その紹介で宮司兼ソムリエの宝八幡宮
の甲斐大史宮司〔フレンチシェフでもあります。〕とも親しくな
り、ソムリエとしての教えを受けました。
　最初はいろんな店を飲み歩いていましたが、そのうち、天
麩羅と蕎麦の店「天花」に毎回泊まる度に入り浸るようにな
りました。天花の河津和信大将は私と同じく日本ワイン好き
で、様 な々貴重な日本ワインを集めており、日本ワイン談義を
楽しんでいます。

WOODHOUSE㈱　専務取締役　花苑　泰樹様

「自分の生きる道」 （5月23日）卓話の時間

幹事報告

・ロータリー奉仕デー活動報告並びに御礼
・2023～2024年度ガバナー補佐推薦のお願い
　吉良　昌一会員を推薦

例会の予定

■ 6 月 6 日（月）

■ 6 月13日（月）

■ 6 月20日（月）

■ 6 月27日（月）

■ 7 月 4 日（月）

ゲスト卓話　若林優子様　坂元ガバナー補佐訪問
次年度奉仕計画の発表（２）
最終夜の例会　19:00～割烹「にしおか」
定款細則の規定による休会
会長幹事就任挨拶

ニコボックス

★藤田　敬治会員（1口）
5月24日に60代最後の誕生日を迎えることができました。
★矢羽田　光会員（1口）
杵築みかんを買い入れました。御指導願います。
★大木　孝吉会員（2口）
・結婚記念日に素敵な花を頂きました。ありがとうございました。
・花苑君のロータリーデビューを祝って
★松川　大介会員（1口）
5/7結婚記念日に素敵なお花ありがとうございました。
今月、無事に新居も購入し、これからも頑張ります。

ゲスト・ビジターの紹介
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